【論文】米国政治における分割政府時代の中間選挙―一九九四年と二〇〇六年の比較を中心に by 高橋 善隆
は
じ
め
に
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
の
米
国
中
間
選
挙
に
お
い
て
民
主
党
は
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
た
。
下
院
に
お
け
る
与
野
党
逆
転
を
招
い
た
だ
け
で
な
く
、
民
主
党
の
獲
得
議
席
は
二
〇
〇
を
割
り
込
む
結
果
と
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
以
来
戦
後
期
の
国
政
選
挙
で
は
二
度
目
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
結
果
は
オ
バ
マ
大
統
領
へ
の
失
望
、
低
迷
す
る
経
済
へ
の
怒
り
、
未
曾
有
の
政
府
支
出
に
対
す
る
保
守
派
の
反
発
な
ど
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
喫
緊
の
争
点
の
み
を
判
断
材
料
と
す
る
の
で
は
な
く
、
中
長
期
の
政
治
体
制
か
ら
分
析
を
試
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
戦
後
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
い
て
下
院
の
多
数
が
逆
転
さ
れ
た
事
例
は
七
回
し
か
な
い
。
一
九
四
六
、
一
九
四
八
、
一
九
五
二
、
一
九
五
四
、
そ
し
て
一
九
九
四
、
二
〇
〇
六
、
最
後
に
今
回
の
二
〇
一
〇
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
前
半
の
事
例
と
、
一
九
九
四
年
以
降
の
事
例
で
は
意
味
内
容
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
民
主
党
優
位
の
も
と
で
一
時
的
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
再
逆
転
が
発
生
し
た
四
度
の
事
例
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
を
基
盤
と
す
る
政
治
体
制
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
一
九
九
四
年
以
降
の
事
例
は
、
体
制
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
政
治
の
揺
ら
ぎ
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
公
民
権
法
制
定
で
南
部
民
主
党
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
か
ら
離
脱
し
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
政
治
は
「
分
割
政
府
」
が
通
常
形
態
に
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
八
年
か
ら
九
一
年
に
至
る
国
政
選
挙
は
、
六
度
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
共
和
党
が
五
度
勝
利
を
収
め
、
他
方
議
会
に
お
い
て
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
崩
壊
後
も
民
主
党
優
位
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
図
式
か
ら
説
明
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
初
期
の
統
一
政
府
を
経
験
し
た
後
、
一
九
九
四
年
以
降
は
共
和
党
議
会
対
民
主
党
大
統
領
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論
　
文米
国
政
治
に
お
け
る
分
割
政
府
時
代
の
中
間
選
挙
―
―
一
九
九
四
年
と
二
〇
〇
六
年
の
比
較
を
中
心
に
―
―
高
橋
善
隆
の
新
た
な
分
割
政
府
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
政
治
は
共
和
党
議
会
対
民
主
党
大
統
領
、
統
一
政
府
、
民
主
党
議
会
対
共
和
党
大
統
領
と
い
っ
た
政
治
形
態
が
錯
綜
し
、
何
が
通
常
形
態
で
あ
る
の
か
を
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
ま
た
下
院
に
お
け
る
現
職
優
位
の
前
提
が
崩
れ
る
な
ど
選
挙
戦
の
展
開
自
体
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
本
論
で
は
「
分
割
政
府
」
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
シ
ン
プ
ル
な
通
常
形
態
を
想
定
で
き
な
い
状
況
下
で
、
下
院
に
お
け
る
与
野
党
逆
転
が
見
ら
れ
た
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
六
年
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
そ
の
概
況
、
背
景
、
帰
結
、
主
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
比
較
し
、
そ
こ
か
ら
得
た
知
見
を
二
〇
一
〇
年
中
間
選
挙
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
分
割
政
府
の
変
容
」
と
ア
メ
リ
カ
政
治
の
揺
ら
ぎ
に
つ
い
て
何
ら
か
の
方
向
性
を
模
索
し
て
み
た
い
。
第
一
章
　
分
割
政
府
時
代
の
中
間
選
挙
（
１
）
ア
メ
リ
カ
の
政
治
制
度
と
「
分
割
政
府
」
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
執
政
制
度
は
古
典
的
大
統
領
制
と
定
義
さ
れ
る
。
議
院
内
閣
制
と
は
異
な
り
大
統
領
選
挙
を
通
じ
て
四
年
の
任
期
を
も
つ
大
統
領
が
選
出
さ
れ
る
。
古
典
的
た
る
ゆ
え
ん
は
憲
法
二
条
三
節
に
あ
る
立
法
勧
告
権
の
み
が
権
限
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
議
会
に
対
し
て
一
般
教
書
、
予
算
教
書
、
経
済
報
告
を
通
じ
て
示
唆
を
与
え
う
る
も
の
の
法
案
提
出
権
は
大
統
領
に
は
な
い
。
ま
た
選
挙
制
度
は
小
選
挙
区
制
度
で
あ
り
、
民
主
・
共
和
の
二
大
政
党
制
が
定
着
し
て
い
る
。
下
院
の
定
数
は
四
三
五
人
、
任
期
は
二
年
で
二
年
ご
と
に
全
員
が
改
選
さ
れ
る
。
上
院
の
定
数
は
一
〇
〇
人
で
、
二
年
ご
と
に
三
分
の
一
が
改
選
さ
れ
る
。
大
統
領
の
任
期
が
四
年
で
あ
る
の
に
対
し
下
院
・
上
院
の
任
期
が
異
な
る
た
め
に
中
間
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
統
治
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
の
大
統
領
制
は
、
議
院
内
閣
制
と
は
異
な
っ
た
論
理
で
機
能
し
て
お
り
、
大
統
領
選
の
帰
結
と
議
会
の
多
数
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
占
め
る
政
権
党
が
議
会
の
少
な
く
と
も
一
院
に
お
い
て
多
数
と
な
っ
て
い
な
い
状
態
は
「
分
割
政
府
」
と
定
義
さ
れ
る
（
１
）
。
一
九
三
二
年
か
ら
六
四
年
に
至
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
の
下
で
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
議
会
と
も
に
民
主
党
が
優
位
で
あ
り
、
大
統
領
が
共
和
党
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
を
除
け
ば
分
割
政
府
に
帰
結
し
た
国
政
選
挙
は
一
九
四
六
年
の
み
で
あ
る
。
き
わ
め
て
安
定
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
統
一
政
府
が
通
常
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
一
九
六
八
年
か
ら
九
一
年
に
い
た
る
時
期
は
「
分
割
政
府
」
が
通
常
形
態
と
な
る
。
公
民
権
法
に
対
す
る
反
発
か
ら
南
部
民
主
党
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
か
ら
離
脱
し
、
民
主
党
候
補
は
南
部
出
身
者
以
外
南
部
諸
州
の
代
議
員
を
獲
得
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
時
期
の
大
統
領
選
挙
は
六
度
の
う
ち
五
度
が
共
和
党
の
勝
利
に
終
わ
る
。
こ
れ
に
対
し
議
会
に
お
け
る
民
主
党
の
多
数
が
現
職
の
優
位
に
支
え
ら
れ
て
継
続
し
た
た
め
に
、
カ
ー
タ
ー
政
権
の
統
一
政
府
を
例
外
と
し
て
「
共
和
党
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
対
民
主
党
議
会
」
と
い
う
構
図
が
通
常
形
態
と
な
る
の
で
あ
る
。
政
治
体
制
と
し
て
の
一
九
六
八
年
か
ら
九
一
年
は
シ
ン
プ
ル
な
「
分
割
政
府
」
時
代
と
62
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
九
九
四
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
政
治
は
、
共
和
党
議
会
対
民
主
党
大
統
領
、
統
一
政
府
、
民
主
党
議
会
対
共
和
党
大
統
領
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
が
交
錯
す
る
中
で
、
通
常
形
態
を
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
複
雑
な
状
況
の
な
か
で
下
院
の
逆
転
を
も
た
ら
し
分
割
政
府
に
帰
結
し
た
国
政
選
挙
が
一
九
九
四
年
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
の
中
間
選
挙
で
あ
る
。
本
論
で
は
第
二
章
で
そ
の
概
況
・
背
景
・
帰
結
に
つ
い
て
比
較
を
試
み
る
。
（
２
）
戦
後
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
中
間
選
挙
中
間
選
挙
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
議
席
の
増
減
、
多
数
会
派
の
逆
転
と
い
う
二
つ
の
視
点
で
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
議
席
の
増
減
と
い
う
単
純
な
尺
度
で
中
間
選
挙
の
結
果
を
判
断
し
た
場
合
、
政
権
与
党
が
勝
利
を
収
め
た
事
例
は
一
九
九
八
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
、
二
〇
〇
二
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
し
か
な
い
。
戦
後
期
に
お
け
る
一
七
回
の
中
間
選
挙
の
う
ち
一
五
回
は
政
権
与
党
が
敗
れ
て
い
る
。
多
数
会
派
の
逆
転
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
今
回
も
含
め
て
五
度
の
経
験
が
あ
る
。
し
か
し
一
九
四
六
年
、
一
九
五
二
年
に
お
け
る
共
和
党
の
勝
利
が
長
期
的
な
民
主
党
優
位
の
も
と
で
の
逸
脱
事
例
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
会
派
の
逆
転
が
継
続
さ
れ
た
事
例
は
一
九
九
四
年
と
二
〇
〇
六
年
し
か
な
い
。
二
〇
一
〇
年
の
中
間
選
挙
が
ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
に
当
た
る
の
か
は
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
政
治
の
長
期
的
趨
勢
が
い
か
な
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
三
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
は
一
九
九
四
年
以
降
一
二
年
継
続
さ
れ
た
ト
レ
ン
ド
が
長
期
的
趨
勢
で
あ
り
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
八
年
の
議
会
構
成
を
例
外
的
と
み
な
す
立
場
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
調
査
で
も
ア
メ
リ
カ
国
民
の
自
己
意
識
と
し
て
は
保
守
派
が
四
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
リ
ベ
ラ
ル
派
は
二
〇
％
と
劣
位
に
あ
り
（
２
）
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
の
上
で
は
国
民
の
中
道
右
派
的
志
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
上
院
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下院 上院 中間選挙の帰結
1946 トルーマン（民主党） －55 －12 分割政府
1950 －29 －6 統一政府
1954 アイゼンハワー（共和党） －18 －1 分割政府
1958 －47 －13 分割政府
1962 ケネディ（民主党） －5 ＋3 統一政府
1966 ジョンソン（民主党） －47 －4 統一政府
1970 ニクソン（共和党） －12 ＋3 分割政府
1974 フォード（共和党） －48 －5 分割政府
1978 カーター（民主党） －16 －3 統一政府
1982 レーガン（共和党） －26 ＋1 分割政府
1986 －5 －7 分割政府
1990 ブッシュ（父）（共和党） －6 －1 分割政府
1994 クリントン（民主党） －54 －9 分割政府
1998 ＋5 0 分割政府
2002 ブッシュ（共和党） ＋8 ＋1 統一政府
2006 －30 －6 分割政府
2010 オバマ（民主党） －63 －6 分割政府
図表１ 戦後米国政治における政権与党の中間選挙結果
（CNN Election Center 2010 などを参考に筆者が作成）
に
お
け
る
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
、
大
統
領
の
拒
否
権
な
ど
統
治
レ
ジ
ー
ム
の
上
で
も
ア
メ
リ
カ
は
制
度
的
に
斬
新
な
改
革
に
制
約
を
課
す
枠
組
み
が
あ
り
、
保
守
の
ト
レ
ン
ド
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
人
口
構
成
の
変
化
、
世
代
間
の
政
治
意
識
を
前
提
に
、
長
期
的
に
は
民
主
党
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
化
が
趨
勢
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
３
）
。
二
〇
〇
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
で
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
が
ア
フ
リ
カ
系
を
越
え
、
最
大
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
人
口
構
成
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
長
期
予
測
で
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
が
二
〇
五
〇
年
に
は
最
大
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
な
る
予
想
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
趨
勢
は
こ
れ
に
親
和
す
る
民
主
党
の
側
に
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の
動
き
は
こ
れ
に
抗
す
る
ホ
ワ
イ
ト
・
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
若
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
政
治
意
識
が
未
来
を
示
し
て
い
る
の
か
、
世
論
調
査
で
中
間
層
が
示
す
保
守
の
自
画
像
が
今
後
続
い
て
い
く
の
か
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
社
会
は
過
渡
期
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
三
の
立
場
は
こ
う
し
た
錯
綜
す
る
政
治
状
況
と
も
関
連
す
る
が
、
保
守
か
リ
ベ
ラ
ル
か
を
超
え
た
反
現
職
の
視
点
で
あ
る
。
過
去
三
回
の
国
政
選
挙
で
は
常
に
政
権
与
党
が
敗
北
し
て
い
る
。
民
主
・
共
和
に
対
す
る
支
持
と
は
無
関
係
に
、
日
常
の
不
満
を
政
権
与
党
へ
の
批
判
と
し
て
示
す
投
票
行
動
が
一
般
化
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
戦
後
一
七
回
の
中
間
選
挙
で
も
一
五
回
は
政
権
与
党
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
中
間
選
挙
に
は
政
権
与
党
へ
の
不
満
が
反
映
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
傾
向
に
加
え
て
、
過
去
五
回
の
中
間
選
挙
の
う
ち
三
回
が
下
院
の
逆
転
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
が
南
部
保
守
派
の
離
脱
で
崩
壊
し
た
後
も
下
院
に
お
け
る
民
主
党
の
優
位
が
一
九
九
四
年
ま
で
続
い
た
よ
う
に
、
現
職
の
優
位
は
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
け
る
決
定
的
特
徴
で
あ
っ
た
。
現
職
引
退
後
の
オ
ー
プ
ン
シ
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
争
う
両
党
の
候
補
者
の
中
か
ら
説
得
力
の
あ
る
次
世
代
が
登
場
す
る
こ
と
で
微
調
整
・
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
の
、
現
職
の
優
位
は
揺
る
が
な
い
の
が
戦
後
ア
メ
リ
カ
議
会
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
一
九
九
四
年
以
降
は
こ
の
構
図
が
崩
れ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
中
間
選
挙
で
も
予
備
選
・
本
選
を
含
め
て
五
六
人
の
現
職
議
員
が
落
選
し
て
い
る
。
一
九
六
八
年
か
ら
九
四
年
に
至
る
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
「
分
割
政
府
」
の
枠
組
み
が
崩
壊
し
、
ま
た
現
職
優
位
の
常
識
が
覆
さ
れ
る
中
で
、
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
政
治
は
い
か
な
る
方
向
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
下
院
の
逆
転
を
も
た
ら
し
た
一
九
九
四
年
・
二
〇
〇
六
年
の
事
例
を
比
較
す
る
こ
と
で
二
〇
一
〇
年
中
間
選
挙
を
解
釈
す
る
た
め
の
知
見
を
明
示
し
た
い
。
第
二
章
　
下
院
の
逆
転
を
も
た
ら
し
た
二
度
の
中
間
選
挙
（
１
）
一
九
九
四
年
中
間
選
挙
の
概
況
・
背
景
・
帰
結
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
一
期
目
の
中
間
選
挙
は
、
民
主
党
の
歴
史
的
大
敗
に
終
わ
っ
た
。
上
院
で
は
民
主
党
が
八
議
席
減
、
下
院
で
は
五
四
議
席
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
一
九
五
四
年
以
降
継
続
し
て
い
た
下
院
の
民
主
党
優
位
が
崩
64
れ
た
。
上
院
で
は
九
つ
の
空
白
区
の
う
ち
共
和
党
は
三
議
席
を
維
持
し
、
逆
に
民
主
党
の
六
議
席
を
す
べ
て
奪
っ
た
。
ま
た
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
、
テ
ネ
シ
ー
で
民
主
党
現
職
が
共
和
党
に
敗
れ
二
議
席
を
失
い
四
七
議
席
と
な
っ
た
。
共
和
党
は
八
議
席
増
の
五
三
議
席
を
獲
得
し
た
（
４
）
。
下
院
で
は
共
和
党
が
新
人
議
員
七
三
人
を
初
当
選
さ
せ
る
な
ど
、
五
四
議
席
増
の
二
三
〇
人
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
民
主
党
は
プ
ロ
・
レ
ー
バ
ー
の
議
員
が
二
九
人
落
選
し
、
現
職
下
院
議
長
の
ト
ー
マ
ス
・
フ
ォ
ー
リ
ー
も
敗
れ
る
な
ど
五
四
議
席
減
の
二
〇
四
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
国
民
の
政
治
不
信
が
「
反
現
職
」
の
結
果
と
し
て
現
れ
た
と
い
え
る
が
、
上
院
・
下
院
・
州
知
事
を
通
じ
て
共
和
党
の
現
職
は
一
人
も
落
選
し
て
お
ら
ず
、
反
現
職
が
反
民
主
に
帰
結
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
背
景
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
最
も
重
要
な
争
点
は
「
国
民
皆
保
険
」
の
挫
折
で
あ
る
。
議
会
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
も
に
民
主
党
と
い
う
久
々
の
「
統
一
政
府
」
を
前
提
に
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
悲
願
の
国
民
皆
保
険
に
着
手
し
た
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
提
起
す
る
「
シ
ン
グ
ル
ペ
イ
ヤ
ー
案
」（
税
方
式
の
公
的
皆
保
険
）
と
、
ニ
ュ
ー
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
が
要
求
す
る
「
管
理
さ
れ
た
競
争
案
」
（
民
間
保
険
の
市
場
競
争
を
促
進
）
の
あ
い
だ
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
大
企
業
が
従
業
員
に
提
供
し
て
い
る
フ
リ
ン
ジ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
中
小
企
業
や
自
営
業
に
も
義
務
づ
け
る
こ
と
で
皆
保
険
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
が
、
保
険
料
の
拠
出
者
に
想
定
さ
れ
る
中
小
企
業
か
ら
強
烈
な
反
発
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。「
全
米
自
営
業
者
連
盟
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
」
は
ケ
レ
ー
ン
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
中
心
に
六
〇
万
以
上
の
中
小
企
業
を
網
羅
し
、
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
予
算
を
要
し
て
医
療
保
険
改
革
反
対
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
下
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
務
委
員
会
や
上
院
財
政
委
員
会
な
ど
法
案
審
議
に
か
か
わ
る
議
員
を
狙
い
撃
ち
に
し
、「
真
の
政
治
的
た
た
か
い
は
議
員
の
出
身
地
盤
で
行
わ
れ
る
」
と
い
う
戦
略
か
ら
地
元
中
小
企
業
の
圧
力
を
駆
使
し
て
選
挙
に
多
大
な
影
響
力
を
行
使
し
た
（
５
）
。
ま
た
当
初
は
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
や
ケ
イ
ト
ー
研
究
所
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
民
主
党
と
論
争
し
て
い
た
共
和
党
も
「
ク
リ
ン
ト
ン
を
利
す
る
い
か
な
る
法
案
を
も
拒
否
す
る
」
と
い
う
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
の
方
針
に
党
全
体
が
収
束
し
、
審
議
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、「
ア
メ
リ
カ
と
の
契
約
」
な
る
政
策
綱
領
に
、
現
職
・
新
人
合
わ
せ
て
三
六
七
名
の
下
院
議
員
候
補
者
が
署
名
し
対
決
姿
勢
を
強
め
た
。
共
和
党
が
一
体
と
な
っ
て
結
束
し
、
草
の
根
保
守
の
覚
醒
と
呼
ば
れ
る
支
持
基
盤
の
拡
大
に
成
功
し
た
の
に
対
し
、
民
主
党
は
ク
リ
ン
ト
ン
自
身
が
、
自
ら
所
属
す
る
ニ
ュ
ー
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
、
お
よ
び
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
派
の
双
方
か
ら
信
頼
を
失
う
な
ど
四
分
五
裂
の
状
況
で
あ
っ
た
（
６
）
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
別
会
議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
は
ク
リ
ン
ト
ン
の
推
進
す
る
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
組
合
員
の
雇
用
を
脅
か
す
と
し
て
、
政
府
と
距
離
を
置
き
、
国
民
皆
保
険
に
つ
い
て
は
自
分
た
ち
が
す
で
に
フ
リ
ン
ジ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
手
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
極
的
姿
勢
に
終
始
し
た
。
共
和
党
の
新
人
議
員
七
三
人
が
初
当
選
を
果
た
す
一
方
で
、
プ
ロ
レ
ー
バ
ー
の
議
員
が
二
九
人
落
選
す
る
な
ど
、
結
果
的
に
は
民
主
党
の
み
な
ら
ず
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
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こ
と
に
な
っ
た
（
７
）
。
一
九
九
四
年
中
間
選
挙
の
帰
結
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
四
年
以
降
継
続
し
て
い
た
民
主
党
の
下
院
に
お
け
る
優
位
は
崩
れ
、
そ
の
後
一
二
年
間
共
和
党
議
会
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
保
守
の
政
治
勢
力
は
、
従
来
の
保
守
主
義
機
会
協
会
Ｃ
Ｏ
Ｓ
か
ら
、
新
保
守
連
合
（Leave
U
s
A
lone
C
oalition
）
へ
と
発
展
を
遂
げ
、
全
米
自
営
業
者
連
合
な
ど
草
の
根
保
守
の
覚
醒
と
結
び
つ
い
て
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
な
か
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
は
共
和
党
議
会
と
の
分
割
政
府
に
よ
っ
て
政
策
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
議
会
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
向
け
医
療
保
険
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
支
出
抑
制
を
含
め
た
共
和
党
の
歳
出
予
算
法
に
対
し
ク
リ
ン
ト
ン
が
拒
否
権
を
行
使
し
、
連
邦
政
府
の
行
政
機
能
が
一
時
停
止
す
る
な
ど
厳
し
い
対
立
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
翌
一
九
九
六
年
に
は
「
ア
メ
リ
カ
と
の
契
約
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
た
福
祉
改
革
法
を
共
和
党
議
会
と
の
協
調
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）
を
廃
止
し
、
要
保
護
家
庭
暫
定
援
助
（
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
）
を
発
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
給
付
に
期
限
を
設
け
、
生
涯
で
五
年
、
単
位
契
約
ご
と
に
二
年
の
制
限
を
設
け
、
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
放
棄
し
た
も
の
に
は
給
付
を
停
止
す
る
な
ど
「
給
付
の
削
減
と
就
労
促
進
」
を
推
進
す
る
改
革
で
あ
る
（
８
）
。
党
内
リ
ベ
ラ
ル
派
の
意
向
を
無
視
し
、
共
和
党
議
会
と
の
協
調
を
図
る
こ
う
し
た
手
法
は
、
医
療
保
険
改
革
の
時
期
と
比
較
す
れ
ば
政
策
転
換
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
ク
リ
ン
ト
ン
は
州
知
事
時
代
に
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
条
項
の
活
用
に
よ
り
就
労
促
進
型
の
福
祉
改
革
を
推
進
し
た
過
去
が
あ
り
、
社
会
扶
助
に
関
す
る
政
策
的
ス
タ
ン
ス
は
本
来
、
党
内
リ
ベ
ラ
ル
派
よ
り
共
和
党
に
近
い
。
ま
た
大
統
領
再
選
を
に
ら
ん
だ
戦
略
と
し
て
、
中
位
投
票
者
に
狙
い
を
定
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ラ
イ
ト
・
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
る
こ
と
で
よ
り
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
打
算
も
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。
福
祉
関
連
支
出
の
五
四
一
億
ド
ル
削
減
も
含
め
、
財
政
は
二
五
五
一
億
ド
ル
の
赤
字
か
ら
二
三
六
一
億
ド
ル
の
黒
字
へ
と
八
年
間
で
四
九
〇
〇
億
ド
ル
の
支
出
削
減
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
国
民
皆
保
険
に
挫
折
し
、
中
間
選
挙
で
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
た
後
、
福
祉
削
減
と
財
政
再
建
に
よ
り
三
七
九
対
一
五
九
の
圧
勝
で
ド
ー
ル
を
破
り
大
統
領
再
選
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
（
９
）
。
他
方
、
民
主
党
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
別
会
議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
も
中
間
選
挙
で
大
打
撃
を
受
け
、
翌
一
九
九
五
年
ジ
ョ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
の
も
と
執
行
部
を
刷
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
道
路
線
と
は
逆
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
決
別
し
、
新
た
な
理
念
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
に
磨
き
を
か
け
る
方
針
が
採
択
さ
れ
る
。
選
挙
へ
の
組
織
資
源
の
集
中
、
働
く
女
性
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
な
ど
が
目
標
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
戦
略
が
長
期
的
に
は
結
実
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
10
）。
（
２
）
二
〇
〇
六
年
中
間
選
挙
の
概
況
・
背
景
・
帰
結
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
二
期
目
の
中
間
選
挙
は
、
民
主
党
の
圧
勝
と
な
っ
た
。
上
院
で
は
六
議
席
増
、
下
院
で
は
三
〇
議
席
増
と
い
ず
れ
も
躍
進
し
、
一
二
年
66
ぶ
り
に
上
下
両
院
の
多
数
を
奪
還
し
た
。
上
院
で
は
民
主
の
現
職
一
五
人
が
い
ず
れ
も
議
席
を
確
保
し
た
の
に
対
し
、
共
和
党
は
一
四
人
の
現
職
の
う
ち
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
モ
ン
タ
ナ
・
ミ
ズ
ー
リ
・
オ
ハ
イ
オ
・
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
の
六
州
で
民
主
党
に
議
席
を
奪
わ
れ
た
。
ま
た
現
職
議
員
の
引
退
に
よ
る
空
白
区
は
四
つ
あ
り
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
ミ
ネ
ソ
タ
・
バ
ー
モ
ン
ト
で
民
主
が
、
テ
ネ
シ
ー
で
は
共
和
党
が
各
々
引
退
議
員
の
議
席
を
守
っ
た
。
改
選
後
の
勢
力
は
民
主
五
一
、
共
和
四
九
と
な
っ
た
。
下
院
で
は
民
主
党
が
三
〇
議
席
増
を
果
た
し
た
。
改
選
前
の
民
主
党
の
議
席
を
共
和
党
が
破
っ
た
選
挙
区
は
な
く
、
逆
に
共
和
党
の
現
職
を
民
主
党
の
新
人
が
破
っ
た
選
挙
区
は
二
一
に
及
ん
だ
。
現
職
の
引
退
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
る
辞
任
な
ど
空
白
区
は
三
二
あ
っ
た
が
、
テ
キ
サ
ス
二
二
区
、
オ
ハ
イ
オ
一
八
区
、
フ
ロ
リ
ダ
一
六
区
な
ど
汚
職
に
よ
り
生
じ
た
空
白
区
は
い
ず
れ
も
民
主
党
が
勝
利
し
た
。
改
選
後
の
勢
力
は
民
主
二
三
三
、
共
和
二
〇
二
と
な
っ
た
（
11
）。
背
景
と
し
て
は
、
共
和
党
幹
部
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
へ
の
対
応
、
移
民
問
題
な
ど
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
ム
・
デ
ィ
レ
イ
下
院
院
内
総
務
が
政
治
資
金
規
正
法
で
起
訴
さ
れ
、
議
員
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
ハ
ス
タ
ー
ト
下
院
議
長
や
グ
ロ
ー
バ
ー
・
ノ
ー
キ
ス
ト
全
米
税
制
協
議
会
会
長
も
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
の
癒
着
を
暴
露
さ
れ
る
な
ど
共
和
党
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
。
ま
た
イ
ラ
ク
戦
争
の
泥
沼
化
で
戦
費
が
財
政
を
圧
迫
す
る
な
ど
、
ク
リ
ン
ト
ン
時
代
の
二
三
六
二
億
ド
ル
の
黒
字
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
四
二
六
六
億
ド
ル
の
赤
字
へ
と
財
政
収
支
は
大
幅
に
悪
化
し
て
い
た
。
リ
バ
タ
リ
ア
ン
な
ど
小
さ
な
政
府
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
希
求
す
る
保
守
層
は
離
反
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害
に
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
へ
の
対
応
が
あ
ま
り
に
冷
淡
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
標
榜
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
伝
統
的
価
値
観
も
見
せ
か
け
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
が
広
が
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
大
統
領
選
で
カ
ー
ル
・
ロ
ー
ブ
が
掘
り
起
こ
し
た
、
こ
れ
ま
で
投
票
経
験
の
な
か
っ
た
宗
教
右
派
三
五
〇
万
票
も
二
〇
〇
六
年
に
は
再
び
沈
黙
し
た
。
さ
ら
に
非
合
法
移
民
を
め
ぐ
り
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
セ
ン
セ
ン
ブ
レ
ナ
ー
法
案
が
下
院
を
通
過
し
た
こ
と
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
へ
の
批
判
は
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
法
案
は
非
合
法
移
民
の
み
な
ら
ず
、
不
法
入
国
者
を
支
援
し
た
も
の
も
重
罪
と
す
る
治
安
立
法
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
三
月
一
〇
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
間
に
全
米
一
〇
〇
都
市
で
五
〇
〇
万
人
が
移
民
法
改
悪
へ
の
抗
議
活
動
を
展
開
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
五
〇
万
人
が
参
加
し
た
五
月
一
日
の
街
頭
デ
モ
と
経
済
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
「
移
民
の
い
な
い
日
」
と
呼
ば
れ
全
米
に
衝
撃
を
与
え
た（12
）。
二
〇
〇
六
年
中
間
選
挙
の
帰
結
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
狭
義
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
諸
政
策
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
イ
ラ
ク
戦
争
に
象
徴
さ
れ
る
ユ
ニ
・
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
は
国
際
社
会
で
の
ア
メ
リ
カ
の
孤
立
を
招
き
、
京
都
議
定
書
か
ら
離
脱
す
る
な
ど
環
境
問
題
で
の
後
進
性
も
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
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カ
大
統
領
を
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
中
東
の
人
々
に
「
中
東
の
民
主
化
」
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
自
己
決
定
と
い
う
民
主
主
義
の
根
幹
と
矛
盾
し
て
お
り
、
ま
た
イ
ラ
ク
戦
争
に
反
対
す
る
国
内
民
主
主
義
勢
力
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
が
空
洞
化
し
て
し
ま
っ
た
。
ト
ム
・
デ
ィ
レ
イ
、
ハ
ス
タ
ー
ト
、
グ
ロ
ー
バ
ー
ノ
ー
キ
ス
ト
な
ど
要
職
に
つ
く
人
々
の
汚
職
は
政
権
へ
の
信
頼
を
損
ね
、
過
去
に
例
を
見
な
い
財
政
赤
字
は
小
さ
な
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
乖
離
し
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
の
強
調
す
る
伝
統
的
価
値
観
が
見
せ
か
け
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
疑
念
か
ら
、
エ
バ
ン
ゲ
リ
カ
ル
な
ど
の
宗
教
右
派
は
沈
黙
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
へ
の
批
判
だ
け
で
な
く
中
長
期
の
政
策
潮
流
と
し
て
、
三
〇
年
続
い
た
新
自
由
主
義
へ
の
懐
疑
や
新
た
な
政
治
経
済
秩
序
へ
の
期
待
の
現
わ
れ
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
へ
と
連
な
る
潮
流
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
働
く
女
性
を
担
い
手
と
す
る
多
様
な
社
会
運
動
の
台
頭
と
と
も
に
時
代
の
変
化
を
予
兆
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
全
米
三
億
四
〇
〇
万
人
の
う
ち
四
六
七
〇
万
人
を
占
め
最
大
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
成
長
し
て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
で
は
全
人
口
の
四
九
％
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
二
〇
五
〇
年
に
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
米
国
の
多
数
派
と
な
る
推
計
も
あ
る
。
人
口
構
成
の
変
化
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
親
和
す
る
民
主
党
の
党
勢
拡
大
を
も
た
ら
す
と
い
う
分
析
も
登
場
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
オ
バ
マ
政
権
の
誕
生
と
と
も
に
民
主
党
の
統
一
政
府
が
実
現
し
た
こ
と
で
こ
う
し
た
潮
流
を
長
期
的
趨
勢
と
み
な
す
見
解
も
現
れ
た
（
13
）。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
人
の
自
己
意
識
と
し
て
自
分
を
リ
ベ
ラ
ル
と
考
え
る
割
合
は
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
自
分
を
保
守
と
考
え
る
割
合
は
四
〇
％
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
多
様
な
ベ
ク
ト
ル
が
交
錯
す
る
中
で
ア
メ
リ
カ
政
治
は
過
渡
期
、
あ
る
い
は
様
々
な
可
能
性
の
分
水
嶺
に
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
〇
六
年
中
間
選
挙
の
帰
結
は
、
一
二
年
続
い
た
共
和
党
議
会
が
終
焉
を
迎
え
、
民
主
党
議
会
の
も
と
で
新
た
な
分
割
政
府
が
成
立
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
、
中
長
期
的
意
義
は
今
後
の
民
主
党
が
い
か
な
る
成
果
を
示
し
う
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
第
三
章
　
二
〇
一
〇
年
中
間
選
挙
の
概
況
・
背
景
・
帰
結
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
米
国
中
間
選
挙
で
は
、
民
主
党
が
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
た
。
上
院
で
は
か
ろ
う
じ
て
多
数
を
維
持
し
た
も
の
の
、
下
院
で
は
二
〇
〇
議
席
を
割
り
込
み
、
共
和
党
が
過
半
数
を
制
し
た
。
戦
後
の
国
政
選
挙
で
民
主
党
が
二
〇
〇
議
席
を
割
り
込
ん
だ
の
は
、
一
九
四
六
年
以
来
二
度
目
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
共
和
党
が
二
四
〇
議
席
を
超
え
た
の
も
同
じ
く
一
九
四
六
年
以
来
二
度
目
の
躍
進
と
い
え
る
。
上
院
で
は
民
主
党
が
六
議
席
減
の
五
三
議
席
、
共
和
党
が
六
議
席
増
の
四
七
議
席
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
民
主
現
職
が
引
退
し
た
六
つ
の
空
白
区
の
う
ち
、
イ
リ
ノ
イ
州
は
マ
ー
ク
・
カ
ー
ク
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
は
ダ
ン
・
コ
ー
ツ
、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
は
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ベ
ン
と
三
州
で
共
和
党
に
議
席
を
奪
わ
れ
た
。
ま
た
民
主
現
職
が
予
備
選
で
敗
退
し
た
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
で
も
本
選
で
共
和
党
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ー
ミ
ー
に
議
席
を
奪
わ
れ
た
。
こ
68
の
ほ
か
民
主
党
の
現
職
が
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
で
共
和
党
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
ー
ズ
マ
ン
に
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
で
は
ロ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
議
席
を
奪
わ
れ
た
。
下
院
で
は
民
主
党
が
六
三
議
席
を
減
ら
し
一
九
二
議
席
、
共
和
党
が
逆
に
六
三
議
席
増
の
二
四
二
議
席
と
な
っ
た
。
現
職
が
引
退
し
た
空
白
区
は
三
七
選
挙
区
で
、
民
主
党
は
一
七
区
の
う
ち
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
一
区
、
二
区
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
八
区
、
カ
ン
ザ
ス
三
区
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
三
区
、
ミ
シ
ガ
ン
一
区
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
二
区
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
七
区
、
テ
ネ
シ
ー
六
区
、
八
区
、
ワ
シ
ン
ト
ン
三
区
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
七
区
の
計
一
二
区
で
議
席
を
失
っ
た
。
共
和
党
現
職
が
引
退
し
た
二
〇
の
空
白
区
は
い
ず
れ
も
共
和
党
が
議
席
を
維
持
し
た
。
ま
た
現
職
が
予
備
選
で
敗
れ
た
選
挙
区
は
民
主
・
共
和
と
も
に
各
々
二
選
挙
区
あ
っ
た
が
、
ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
一
区
の
み
民
主
か
ら
共
和
へ
議
席
が
移
動
し
た
。
さ
ら
に
現
職
が
本
選
で
敗
れ
た
選
挙
区
は
五
四
あ
り
、
共
和
党
が
ハ
ワ
イ
一
区
、
と
ル
イ
ジ
ア
ナ
二
区
の
二
議
席
を
失
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
民
主
党
は
現
職
が
五
二
議
席
を
失
う
と
い
う
異
例
の
結
果
と
な
っ
た
（
14
）。
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
二
〇
〇
六
年
中
間
選
挙
と
比
較
し
た
人
種
ご
と
の
投
票
率
の
推
移
は
、
白
人
の
民
主
党
へ
の
投
票
が
四
七
％
か
ら
三
七
％
へ
と
一
〇
％
減
少
、
共
和
党
へ
の
投
票
は
五
一
％
か
ら
六
〇
％
へ
と
九
％
上
昇
し
た
。
ア
フ
リ
カ
系
の
民
主
党
へ
の
投
票
は
八
九
％
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
、
共
和
党
へ
の
投
票
は
一
〇
％
か
ら
九
％
へ
と
一
％
減
少
し
た
。
他
方
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
民
主
党
へ
の
投
票
は
六
九
％
か
ら
六
〇
％
へ
と
減
少
し
、
共
和
党
へ
の
投
票
は
二
九
％
か
ら
三
八
％
へ
と
九
％
上
昇
し
た
。
ア
フ
リ
カ
系
の
民
主
党
支
持
が
手
堅
い
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
は
民
主
支
持
が
多
数
派
を
占
め
る
も
の
の
相
対
的
に
支
持
が
低
下
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
の
若
者
が
民
主
に
投
票
し
た
割
合
も
、
二
〇
〇
六
年
の
六
〇
％
か
ら
五
五
％
に
低
下
し
、
逆
に
共
和
へ
の
投
票
は
三
八
％
か
ら
四
二
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
（
15
）。
選
挙
で
重
視
し
た
争
点
は
、
経
済
六
三
％
、
医
療
保
険
改
革
一
八
％
、
不
法
移
民
八
％
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
圧
倒
的
に
雇
用
や
景
気
に
よ
っ
て
投
票
が
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て
は
「
考
慮
し
な
か
っ
た
」
が
五
七
％
で
多
数
を
占
め
て
お
り
、
「
好
ま
し
い
」
二
二
％
、
「
好
ま
し
く
な
い
」
一
七
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
オ
バ
マ
の
評
価
は
不
支
持
が
五
五
％
、
と
多
数
を
占
め
、
支
持
四
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％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
し
か
し
オ
バ
マ
へ
の
評
価
が
投
票
の
理
由
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
は
、「
考
慮
し
な
か
っ
た
」
が
三
八
％
、「
不
支
持
の
表
明
」
三
七
％
、「
支
持
表
明
」
二
三
％
、
と
態
度
が
分
散
し
て
お
り
有
力
な
要
因
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
民
主
党
大
敗
の
背
景
は
、
出
口
調
査
に
も
あ
る
よ
う
に
景
況
感
、
雇
用
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
オ
バ
マ
政
権
が
実
現
し
た
国
民
皆
保
険
法
案
や
金
融
規
制
改
革
法
案
は
画
期
的
な
成
果
で
あ
り
、
政
策
実
現
能
力
を
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
民
主
党
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
直
ち
に
雇
用
や
格
差
解
消
に
直
結
す
る
政
策
領
域
で
な
い
た
め
に
オ
バ
マ
の
実
績
が
正
当
な
評
価
や
得
票
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
医
療
保
険
改
革
に
つ
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
シ
ン
グ
ル
ペ
イ
ヤ
ー
案
で
は
な
く
中
小
企
業
が
保
険
市
場
を
通
じ
て
、
従
業
員
の
保
険
購
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
選
択
さ
れ
た
。
保
険
業
界
の
ロ
ビ
ー
ス
ト
・
カ
レ
ン
イ
グ
ナ
ニ
や
、
製
薬
業
界
の
ロ
ビ
ー
ス
ト
・
ビ
リ
ー
ト
ー
ザ
ン
か
ら
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
た
た
め
業
界
の
利
害
を
反
映
す
る
改
革
と
の
批
判
も
浴
び
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
皆
保
険
を
実
現
す
る
た
め
の
妥
協
と
駆
け
引
き
は
過
去
の
教
訓
か
ら
学
ん
だ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
も
い
え
る
。
共
和
党
が
結
束
し
て
反
対
す
る
中
で
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
九
日
に
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
没
後
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
上
院
補
欠
選
挙
で
共
和
党
の
ス
コ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
議
席
を
奪
わ
れ
、
民
主
党
は
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
阻
止
で
き
る
六
〇
議
席
目
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
上
下
両
院
の
法
案
を
摺
り
寄
せ
再
度
上
院
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
い
、
す
で
に
可
決
さ
れ
て
い
た
上
院
案
を
下
院
に
丸
呑
み
さ
せ
、
下
院
の
修
正
要
求
は
予
算
調
整
法
で
別
途
補
足
す
る
と
い
う
離
れ
業
に
よ
り
三
月
二
一
日
に
国
民
皆
保
険
法
案
は
実
現
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
オ
バ
マ
の
力
量
は
必
ず
し
も
選
挙
に
反
映
さ
れ
ず
、
高
齢
者
の
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
に
は
自
分
の
受
給
す
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
公
的
保
険
で
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
ず
医
療
保
険
改
革
の
す
べ
て
に
反
対
す
る
事
例
も
あ
っ
た
と
い
う（16
）。
今
回
の
中
間
選
挙
で
保
守
派
の
活
力
と
な
っ
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
、
住
宅
ロ
ー
ン
債
務
者
を
救
済
す
る
た
め
の
二
七
五
〇
億
ド
ル
が
法
案
と
さ
れ
た
こ
と
に
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
リ
ッ
ク
サ
ン
テ
リ
が
激
高
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
自
然
発
生
的
に
展
開
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
財
政
赤
字
は
図
表
３
に
も
あ
る
よ
う
に
一
兆
四
〇
〇
〇
億
ド
ル
と
空
前
の
規
模
に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
、
い
か
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
負
の
遺
産
が
影
響
し
て
い
る
と
し
て
も
容
認
で
き
る
水
準
で
は
な
い
と
い
う
の
が
リ
バ
タ
リ
ア
ン
と
し
て
の
批
判
で
あ
る
。
た
だ
し
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
調
査
に
よ
れ
ば
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
は
八
六
％
が
初
め
て
政
治
に
関
与
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
九
〇
年
代
の
草
の
根
保
守
や
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
支
え
た
宗
教
右
派
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
な
い
。
集
団
の
規
模
も
五
一
％
が
五
〇
人
以
下
で
、
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
団
体
は
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
共
和
党
主
流
派
と
の
確
執
も
絶
え
ず
、
上
院
に
お
け
る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
系
の
候
補
者
も
六
勝
四
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
（
17
）。
二
〇
一
〇
年
の
中
間
選
挙
で
は
〇
六
年
、
〇
八
年
に
初
当
選
し
た
民
主
党
議
員
五
一
人
の
う
ち
一
五
人
し
か
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
な
潮
流
70
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図
表
3
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
財
政
収
支
の
推
移
（
出
典
：
『
図
説
　
日
本
の
財
政
』
平
成
22
年
度
版
372
頁
）
へ
の
期
待
は
わ
ず
か
四
年
で
厳
し
い
審
判
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
過
去
に
一
期
目
の
中
間
選
挙
で
大
敗
し
、
か
つ
再
選
を
果
た
し
た
例
と
し
て
は
レ
ー
ガ
ン
や
ク
リ
ン
ト
ン
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
ク
リ
ン
ト
ン
の
よ
う
に
中
位
投
票
者
に
戦
略
を
絞
り
、
中
道
右
派
的
政
策
へ
と
転
換
す
る
こ
と
は
オ
バ
マ
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
い
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
本
来
ニ
ュ
ー
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
で
あ
り
政
策
的
に
共
和
党
と
親
和
し
て
い
た
背
景
も
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
の
中
間
選
挙
や
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
が
生
み
出
し
た
政
策
潮
流
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ア
メ
リ
カ
政
治
は
大
き
な
分
水
嶺
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
結
び
に
か
え
て
米
国
政
治
に
お
け
る
分
割
政
府
時
代
の
中
間
選
挙
、
そ
の
象
徴
的
事
例
と
し
て
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
一
〇
年
を
検
討
し
て
き
た
。
一
九
六
八
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
の
「
第
一
次
分
割
政
府
」
が
南
部
の
変
容
と
現
職
の
優
位
と
い
う
二
つ
の
要
因
か
ら
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
九
四
年
以
降
の
特
徴
は
、
現
職
の
優
位
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
共
和
党
大
統
領
対
民
主
党
議
会
」
と
い
う
通
常
形
態
を
想
定
で
き
な
い
多
様
な
分
割
政
府
の
あ
り
方
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
反
現
職
を
掲
げ
た
新
人
が
短
命
で
あ
る
の
も
近
年
の
特
徴
で
あ
る
。
九
四
年
に
初
当
選
し
た
共
和
党
の
新
人
七
三
人
は
二
〇
〇
六
年
の
時
点
で
二
四
人
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
八
年
に
初
当
選
し
た
民
主
党
議
員
五
一
人
も
二
〇
一
〇
年
の
中
間
選
挙
で
は
一
五
人
し
か
生
き
残
れ
な
か
っ
た
（
18
）。
大
統
領
が
明
確
に
賛
否
を
示
し
た
法
案
が
連
邦
議
会
を
通
過
す
る
割
合
は
、
「
大
統
領
勝
率
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
待
鳥
聡
史
に
よ
れ
ば
両
院
を
政
権
党
が
失
っ
て
い
る
純
粋
な
分
割
政
府
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
七
五
％
、
七
〇
年
代
に
六
〇
％
で
あ
っ
た
大
統
領
勝
率
は
、
九
〇
年
代
に
は
四
八
％
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
三
八
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
と
い
う
。
政
党
内
部
の
凝
集
性
の
高
ま
り
と
、
二
大
政
党
間
の
分
極
化
が
そ
の
原
因
と
さ
れ
る
（
19
）。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
が
既
得
権
益
の
集
合
体
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
勝
利
し
た
保
守
派
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
凝
集
性
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
和
党
が
議
会
の
多
数
と
な
る
こ
と
で
「
民
主
党
議
会
の
も
と
で
の
第
一
次
分
割
政
府
」
と
は
異
な
っ
た
論
理
が
働
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
地
政
学
的
変
化
も
重
要
で
あ
る
。
南
部
の
変
容
、
サ
ン
ベ
ル
ト
の
興
隆
が
「
第
一
次
分
割
政
府
」
や
そ
の
後
の
共
和
党
の
躍
進
に
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、
現
在
進
行
し
て
い
る
変
化
は
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
。
過
去
一
〇
年
の
雇
用
増
加
率
は
全
米
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
テ
キ
サ
プ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
ス
チ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
な
ど
で
は
、
一
〇
％
を
超
え
る
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
こ
れ
ま
で
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
集
積
し
て
い
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
近
年
で
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
や
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
「
ロ
ー
リ
ー
ダ
ー
ラ
ム
圏
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
（
20
）。
共
和
党
の
地
盤
が
雇
用
・
人
口
増
に
お
い
て
興
隆
す
る
と
も
解
釈
で
き
る
し
、
逆
に
東
部
や
ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
72
ス
ト
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
も
つ
人
々
が
流
入
す
る
こ
と
で
支
持
基
盤
そ
の
も
の
が
変
容
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
人
口
構
成
の
推
移
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
台
頭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
親
和
す
る
民
主
党
に
有
利
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
オ
バ
マ
政
権
は
ウ
ォ
ー
ル
街
や
Ｇ
Ｍ
が
救
済
を
見
越
し
て
支
持
を
与
え
た
戦
略
的
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
り
（
21
）、
大
統
領
個
人
の
社
会
的
属
性
や
民
主
党
議
会
が
直
ち
に
社
会
進
歩
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
二
〇
〇
八
年
に
オ
バ
マ
を
支
え
た
若
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
支
持
が
二
〇
一
〇
年
に
失
速
し
た
の
も
、
民
主
党
を
取
り
巻
く
政
治
力
学
が
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
期
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
や
、
第
一
次
分
割
政
府
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
構
図
は
、
短
期
的
に
は
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
。
人
口
構
成
の
推
移
や
産
業
構
造
・
地
政
学
的
変
化
を
体
現
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
支
え
る
包
括
的
政
策
体
系
が
説
得
力
を
持
っ
た
と
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
政
治
的
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
分
割
政
府
時
代
の
中
間
選
挙
は
民
主
・
共
和
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
衝
撃
的
な
結
末
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
が
、
変
化
に
対
応
す
る
政
策
体
系
こ
そ
が
新
た
な
安
定
的
枠
組
み
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
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